
※東京女子医科大学解答速報は、メルリックス学院に所属する受験生からの聞き取りを行い、問題を再現して作成

しました。実際の問題と相違があることが考えられるため、予めご了承ください。 

 







 

 

～講評～ 

 大問２ この大学で頻出する、図形が絡む問題。（1）は面積を使う方法や接点と頂点の距離を使う方法などが考

えられる。（2）は（1）が解ければ、典型的な整数問題に帰着できる。例年と比べると難易度は低いため、

完答したい。 

 大問３ サイコロの確率の問題。（1）（2）は標準問題なので、完答したい。（3）はきちんと状況を把握できれば、

それほど難しくはない問題であった。 

 大問４ 数Ⅲの微分の問題。（1）は丁寧に微分するだけ。（2）（3）は頻出問題なので、類題を解いたことがある

受験生も多かっただろう。 

 

  以上ではあるが、昨年度の合格最低点も踏まえれば、ボーダーは 5～6 割程度でないかと思われる。 


